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「学校現場において法教育を充実・発展させるための方策について －具体

的な授業例を踏まえて－」 

１ はじめに 

 学校現場において法教育を充実・発展させるためには，教育活動全体を通

して法教育を行うことが不可欠である。その核になるのが，中学校では社会

科の授業である。社会科では公民的分野において，すでに様々な法教育の実

践が積み重ねられている。それに比べ，歴史的分野を法教育の視点から捉え

直す試みは，十分にはなされてこなかった。 

歴史的分野においても法の歴史の学習という方法で法教育は可能であり，

大きな意義がある。本論文では，その根拠を述べた上で授業例を示す。 

２ 法の歴史を学習する意義 

歴史的分野で法の歴史を学習する意義は，４つある。３つが法教育におけ

る意義であり，１つが歴史教育における意義である。 

 第一に，法が整備される歴史的経緯を学ぶことで，法の基本的な価値を知

るという意義がある。各時代につくられた法には，その時代の特色や時代の

要請が反映される。法によって権利が保障され，その時代における正義が実

現する歴史を学ぶことは，法の基本的な価値の理解につながる。 

第二に，歴史的側面から法の意義を理解することができる。法の歴史の学

習を通して，人類の歴史が法の発展と共にあることを理解し，法が生活とは

切り離せない身近なものであると認識できる。その認識は，人類が長い歴史

の中で生み出してきた法を守ろうとする意欲や，法に基づく社会の発展に貢

献しようとする意欲の向上につながる。 

 第三に，法教育の機会が拡大する意義がある。従来から公民的分野で法の

歴史を扱うことはあった。内容は，権利の章典や独立宣言，合衆国憲法，人

権宣言，大日本帝国憲法などである。主に近代の立憲政治に関わる内容であ

るが，授業で扱う時数は一般的に２時間程度と短い。しかし，歴史的分野で

法の歴史を時代ごとに学習することで，法に関する学習の機会は大幅に増加

する。すなわち，従来の公民的分野での学習に加え，歴史的分野で法の歴史

を学習することで，質に加えて量の面からも法教育が一層充実すると考える。 

第四に，法の歴史の学習は歴史教育の充実にもつながる意義がある。法に
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は時代の特色が反映されるので，法の歴史の学習は，各時代の特色のより的

確な理解につながる。この意義は，法教育の充実にも関わる。なぜなら，歴

史教育の面からも法教育が重要であることが明らかになれば，積極的に歴史

的分野で法の歴史の学習を行う教師が増える可能性が高いためである。 

 歴史的分野で法の歴史を学習することには，以上のような意義がある。次

項では具体的な授業例を示す。その際，中学校学習指導要領（以下，「要領」

という。）との関連を明示するように配慮した。なぜなら，要領の趣旨を踏

まえることで，授業例を年間指導計画に組み込みやすくなる上，教師の自己

満足に終わらずに，生徒に必要な力を的確に育む授業になるためである。 

３ 具体的な授業例 

（１）古代の律令から国家の仕組みがどのように整ったのかを考える学習 

 第１学年の歴史的分野で，「律令によって国家の仕組みがどのように整え

られたのかを考える」を目標に授業を行う。内容及び方法については，律令

の内容を学習した後，明文化された法がつくられた意義をグループで考えさ

せる。全体で意見を交流した後で，国家の仕組みが整い，政治が安定したと

いう律令の意義を個人でまとめさせる。この学習を通し，「人の支配」から

「法の支配」への最初の一歩が，律令という法の明文化にあると理解させる。 

この授業は，要領の大項目（２）の中項目イにおける「律令国家の確立に

至るまでの過程」を通し，「大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら国

家の仕組みが整えられ」たことを理解させるという趣旨と合致する。 

（２）鎌倉時代の御成敗式目から武家政治の特色を考える学習 

 第１学年の歴史的分野で，「日本最初の武家法の内容から武家政治の特色

について考える」を目標に授業を行う。内容及び方法については，まず日本

初の武士のための成文法である御成敗式目について，制定時期や制定者を確

認する。その上で，守護の行動を制限する事項がある理由や，恩賞としての

土地の権利が強く保障されている理由，条文で源頼朝が定めたことを重視し

ている理由について考えさせる。最後に御成敗式目の制定によって貴族とは

異なる武士の慣習を明文化してトラブルを防ぐと共に，将軍や幕府の権威が

高まったという御成敗式目の意義を，個人でノートにまとめさせる。 

 この学習を通して，武士中心の社会への変化によって，従来の律令に加え
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て武家法が整備されたという理解ができる。それは，社会の変化に伴い，新

たな法基準が生まれることの理解につながる。 

 要領では，大項目（３）の中項目アの「内容の取扱い」に「武家政治の特

色」を，「主従の結び付き」など，「それ以前の時代との違いに着目して考え

させる」とある。御成敗式目を教材にすることにより，主従関係の基本であ

る「御恩と奉公」の関係が法の整備によって補強されたことを理解できる。 

（３）中世の勘合貿易を通して外国とのルールについて考える学習 

 第１学年の歴史的分野で，「勘合貿易を通して外国とのルールについて考

える」という目標で授業を行う。内容及び方法については，倭寇に苦しめら

れた状況を学習した上で，日明貿易で用いられた勘合について学習する。そ

して，足利義満，明の皇帝，商人，倭寇の４つの立場でロールプレイを行う。

それにより，勘合貿易は倭寇にとっては困るが，日明両国と商人にとっては

有意義だったことを理解させる。その後，朝鮮の倭寇対策について調べた上

で，国同士のルールづくりにおけるポイントを個人で考えさせる。 

この授業に関わり，要領の大項目（３）の中項目アの「内容の取扱い」で

は「東アジアの国際関係」において「日明貿易」が例示されている。この授

業例でも，勘合を中心とした日明貿易について，倭寇の活動という東アジア

における国際的な時代背景を通して学習するように配慮した。 

（４）分国法を通して戦国大名の特色を考える学習 

 第１学年の歴史的分野の学習で行う。目標は，「分国法を通して自らの実

力で領国を支配した戦国大名の特色を考える」である。内容及び方法につい

ては，武田信玄が制定した「甲州法度之次第」の内容の読み取りをさせ，私

闘を禁じて大名が司法権をもつことを明示したことなどを理解させる。その

上で，分国法の制定に必要な条件を考えさせ，戦国大名が一国全体の支配権

をもち，軍事力だけではなく司法権や立法権を有したことを理解させる。最

後に，戦国大名の支配の特色について個人でノートにまとめさせる。 

この授業に関わり，要領では大項目（４）の中項目アの「戦国の動乱」に

ついて，解説に「戦国大名が各地に割拠し，自らの力で領国を支配して分国

法を定めた」ことなどに気付かせるとある。したがって，分国法を通して戦

国時代の特色を理解させることは要領が求める学習内容と合致する。 
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（５）武家諸法度の内容の変化を通して近世の特色を考える学習 

 第２学年の歴史的分野の学習で行う。目標は，「武家諸法度の内容の変化

を通して，戦乱のない時期の政治方針の変化について考える」ことである。

内容及び方法については，1615 年に徳川秀忠が出した武家諸法度（元和令）

と 1683 年に徳川綱吉が出した武家諸法度（天和令）を比較させ，武士に求

めるべきことが「文武弓馬の道」から「文武忠孝を励まし」へ変化したこと

に気付かせる。その上で，文言が変化した理由をグループで考えさせる。そ

して，戦乱のない平和な時期が続いたことで，武芸よりも朱子学を中心とし

た学問が重視されるように変化したことを理解させる。つまり，武断政治か

ら文治政治への転換を，武家諸法度という法令を通して理解させる。最後に，

武家諸法度の変化を踏まえながら徳川綱吉の政治の特色を，８０～１００字

でノートにまとめさせる。 

この授業に関わり，要領では大項目（４）の中項目イの「内容の取扱い」

に「「江戸幕府の政治の特色」については，その支配の下に大きな戦乱のな

い時期を迎えたこと」に着目させるという記述がある。戦乱のない平和な時

代の下で，幕府が求める武士像が変化したことを武家諸法度から理解できる。 

（６）独立宣言と人権宣言から市民革命の意義を考える学習 

 第２学年の歴史的分野で，「独立宣言や人権宣言から，自由や平等の権利

が保障されるようになった意義を考える」を目標に授業を行う。内容及び方

法については，フランス革命の流れを学習した後に，アメリカ独立宣言と人

権宣言に共通する文言を個人で探させ，「自由」「平等」「権利」などの語句

が共通することに気付かせる。さらに，自由権や平等権が法律で明文化され

た意義をグループで考えた上で，市民革命の歴史的意義をノートにまとめる。 

 この授業に関わり，要領の大項目（５）の中項目アの「近代社会の成立」

の例として，解説にフランス革命が示されている。フランス革命の一つの到

達点である人権宣言の意義を学習することは，要領の趣旨に合致する。 

（７）明治政府の法整備から近代国家の特色を考える学習 

 第２学年の歴史的分野の学習で，「明治政府の法整備から近代国家の特色

を考える」ことを目標に行う。内容及び方法については，まず地租改正・解

放令・学制・徴兵令に関する各法令の条文に書かれていることを理解する。
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その上で，それぞれの法令のねらいについてグループごとに考えさせる。そ

して，それぞれの法令の趣旨を根拠にしながら，明治政府の目指した国家像

を総合的に判断して発表させる。最後に学習内容をノートにまとめ，明治政

府は近代国家の下で国民を１つにまとめようとしたことを理解させる。 

この授業に関わり，要領の大項目（５）の中項目イでは「新政府による改

革の特色を考えさせ，明治維新によって近代国家の基礎が整えられ」たこと

を理解させるとある。また，「内容の取扱い」では「学制・兵制・税制の改

革，身分制度の廃止」などが示されている。これらの改革を，実際の法の文

言から学習することで，資料に基づいた考察と理解ができる。 

（８）大日本帝国憲法の内容から立憲制国家について考える学習 

第２学年の歴史的分野で，「大日本帝国憲法の内容から立憲制国家の成立

について考える」という目標で学習をする。内容及び方法については，まず

大日本帝国憲法の制定の経緯と条文を確認する。そして，大日本国憲法にお

ける天皇や議会，国民の権利の位置づけを確認し，「法律ノ範囲内」におい

て言論や集会・結社の自由などが認められたことを理解する。さらに，議会

の存在や国民の権利に関する規定が現在の政治と類似することに気付かせ

る。最後に，立憲制国家の成立の意義をノートにまとめさせる。 

 この授業に関わり，要領の大項目（５）の中項目ウでは，「立憲制の国家

が成立して議会政治が始まる」ことを理解させるとある。また，「内容の取

扱い」では立憲制や議会政治の「歴史上の意義や現代の政治とのつながりに

気付かせるようにすること」とあり，解説には「当時アジアで唯一の立憲制

の国家が成立したことに着目させ」るとある。この授業例と合致している。 

（９）日本国憲法の内容から民主的な国づくりについて考える学習 

 第３学年の歴史的分野の学習で，「日本国憲法の内容から民主的な国づく

りについて考える」ことを目標に授業を行う。内容及び方法については，ま

ず戦争を経た当時の日本人の立場から，政治に期待することを推測させる。

その上で日本国憲法の第１条や第９条，第１１条から，国民主権や平和主義，

基本的人権の尊重という憲法の基本原則を読み取り，戦後の民主的な国づく

りへの理念を理解する。そして，再び当時の日本人の立場からロールプレイ

を行い，平和への願いや国民の権利を求める思いが憲法に生かされているこ
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とを理解する。最後に，日本国憲法の意義について個人でノートにまとめる。 

この授業に関わり，要領では大項目（６）中項目アに「新しい日本の建設

が進められたことを理解させる」とあり，解説には「平和と民主主義への期

待などを背景に，日本国憲法の制定をはじめとして大きな改革が次々に進め

られ，現代の日本の骨組みが形成されたことに気付かせる」とある。この授

業を通して，個人の尊厳や国民主権，法の支配といった憲法の基礎にある基

本的な価値を，歴史的経緯から理解することができる。 

５ おわりに―提示した授業例の意義― 

 以上の授業例を実践することで，法教育の機会は拡大し，生徒は法の基本

的な価値と法の意義を理解できると考える。さらに，これらの授業を実際に

行うことは，法教育の充実・発展のために３つの点で有用であると考える。 

第一に，古代から現代までを網羅したため，歴史的分野を履修する第１学

年から第３学年の春まで，継続した学習が可能になる。法教育の普及・発展

のためには，年に一度だけの特別な授業ではなく，年間を通して法教育を行

う必要がある。歴史的分野での継続した学習によって法の基本的な価値や法

の意義を理解した上で，公民的分野で公正な判断やルール作りなどに関する

学習を重ねることで，生徒の法に関する理解と実践力が高まると考える。 

 第二に，法教育は思考型の教育であるという特色を踏まえ，授業例では一

貫して思考力・判断力・表現力を養う場面を設定した。知識を覚えることに

偏重しないように配慮し，資料の内容を合理的に判断して考察する活動やグ

ループで議論する活動，考えたことを発表する活動を取り入れた。 

また，ほぼすべての授業例において，学習内容を指定された字数に合わせ

て一人一人にまとめさせる活動を設定した。そのねらいは，学習内容を個人

に還元して定着させることにある。また，指定された文字数で学習内容の要

約をすることは，言語活動を重視する要領の趣旨にも合致する。 

 第三に，示した授業例はいずれも特別な準備が必要なく，すぐに実践が可

能である。このように取り組みやすく，かつ要領に沿った授業例を示すこと

は，法教育に取り組もうとする教師の意欲を喚起すると考える。 

 したがって，今回提案した法の歴史を学ぶ授業の実施によって，法教育は

一層充実・発展すると考える。 














































